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厚生労働省ならびに中央労働災害防止協会は「高める意識と安全行動 築こうみんなのゼロ災職

場」をスローガンに、令和 5年 7月 1日～7月 7日までの期間において「全国安全週間」を展開

し、労働災害を防止するために自主的な活動の推進と職場での安全に対する意識を高め、安全を維

持する活動の定着を図ることとしております。 

全産業に見る労働災害については、死亡災害は前年を下回る見込みであるものの、休業４日以上

の死傷災害は前年を上回る見込みであり、近年、増加傾向に歯止めがかからない状況となっていま

す。中でも転倒や腰痛といった労働者の作業行動に起因する死傷災害、墜落・転落などの死亡災害

が依然として後を絶たない状況にあります。このような状況下において労働災害を減少させるため

には、事業者・労働者双方が基本ルールを徹底するとともに、基本ルールを遵守・実行するための

時間的・人員的に余裕を持った業務体制を構築することが重要となってきます。 

＜業種横断的な労働災害＞ 

 

 
 
 

 

 

 

業種横断的な労働災害として挙げられる熱中症については今後より一層、発生リスクが高まるこ

とから、「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」として 7 月を重点取組期間とし、熱中症予

防対策や発症時・緊急時の措置等に関する周知・啓発に取り組むこととしております。次頁に熱中

症予防のためのチェックシートを掲載しておりますので、職場での対策状況の点検にご活用下さい。  

終わりに、組合員および現場第一線で働く労働者の心と体の健康管理は基より、リフレッシュを

図り安全労働を確保する観点で取り組みを行っている通建連合「一斉安全休工日」の 2023 年度

第 2 回目を 7 月に設定しております。安全労働を確保するためにも、取り組みへのご協力をお願

い致します。 

 
 

 

２０２３年 ６月１６日 

発  行 
東北情報インフラユニオン  
仙台市若林区新寺一丁目２番７号  

ＴＥＬ：０２２－２９７－５１９６ 

ＦＡＸ：０２２－２９７－５１９８ 

発行責任者：村上 良智 

編集責任者：齊藤 慎也 

６月号 

転倒 

腰痛 熱中症 

交通 
災害 



 

 

きらめき （２） 
 

～中災防「STOP！熱中症」リーフレットより～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 昨年 1 年間の全国の職場における熱中症の発生状況を

見ると、死亡を含む休業 4日以上の死傷者は 805人（う

ち死亡者 28人）となっており、業種別の死傷者数につい

ては建設業 172 件、製造業 144 件と全体の約 4 割が 2

つの業種で発生しています。 

 また、死亡者数は建設業、警備業の順に多く、暑さ指数

（WBGT）を把握せず、熱中症予防のための教育をしてい

ない、または熱中症発症時・緊急時の措置が適切になされ

ていなかったことが原因として挙げられています。 

 

※暑さ指数（WBGT）とは 

 暑さ指数（WBGT）は気温・湿度・風速・輻射熱を考慮

した暑熱環境によるストレス評価を行うための指数です。

単位は気温と同じ摂氏度（℃）ですが、その値は気温とは

異なります。熱中症予防対策の指標として、暑さ指数

（WBGT）を確認し、熱中症予防管理者等による職場巡視

や水分・塩分の摂取、必要に応じて作業時間を短縮する等

の適切な対策を講じましょう。 


